
　
先
日
、
小

学
6
年
の
ク

ラ
ス
会
（
昭

和
38
年
卒
、

古
希
の
人
も
）
が
あ
っ
た
。
弾

ん
だ
話
の
中
で
、
今
後
は
1
年

に
1
回
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

理
由
は
言
わ
ず
も
が
な
▼
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
・
09

歳
、
女
性
87・26
歳
（
17
年
）、

健
康
寿
命
は
男
性
72
・
14
歳
、

女
性
74
・
79
歳
（
厚
労
省
16

年
）。
そ
の
差
が
日
常
生
活
に

制
限
の
あ
る
不
健
康
な
期
間
と

な
る
。
10
年
前
後
が
介
護
な
ど

が
必
要
と
な
る
期
間
だ
。
長
い

な
あ
！　
厚
労
省
は
健
康
寿
命

を
延
ば
そ
う
と
呼
び
か
け
て
い

る
が
、
平
均
寿
命
も
わ
ず
か
で

は
あ
る
が
右
肩
上
が
り
。
鼬

ご
っ
こ
と
い
う
感
じ
は
否
め
な

い
。
差
を
縮
め
よ
う
と
す
る
な

ら
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
し
か
な
い

か
。
そ
う
す
る
と
不
摂
生
も
許

さ
れ
る
か（
冗
談
で
す
）▼
70
歳

の
平
均
余
命
は
男
女
と
も
約

15
・
7
歳
。
あ
と
15
年
も
生
き

ら
れ
る（
？
）こ
と
に
な
る
（
良

い
の
か
、
悪
い
の
か
）。
や
は

り
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
か
な
あ
？　

少
々
古
い
が
『
私
の
死
亡
記

事
』（
文
芸
春
秋
編
、
04
年
、
各

界
著
名
人
1
2
0
人
に
自
分
の

死
亡
記
事
を
書
か
せ
た
も
の
）

に
、死
因
で
最
も
多
か
っ
た
も

の
は
、
①
事
故
死
に
よ
る
突
然

死（
転
落
死
、水
死
な
ど
）②
脳

出
血
な
ど
の
突
然
死
③
高
齢
に

よ
る
老
衰
死
―
こ
の
三
つ
が
大

半
を
占
め
て
い
た
。し
か
し
、ピ

ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
は
願
望
に
す
ぎ

ず
、
健
康
寿
命
後
の
「
ヨ
ロ
ヨ

ロ
・
ド
タ
リ（
京
都
新
聞
よ
り

拝
借
）」が
大
問
題
！　
元
気
な

う
ち
に
自
分
な
り
の
リ
ビ
ン
グ

ウ
イ
ル
を
作
成
す
る
た
め
に
Ａ

Ｃ
Ｐ（
今
は
人
生
会
議
と
い
う
）

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

︵
玲
奈
︶

　
新
年
度
に
あ
た
り
、
経
営
部

会
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ま
ず
「
金
融
共
済
関
係
」
で

は
①
会
員
の
立
場
に
立
っ
た
共

済
制
度
の
運
営
②
医
業
経
営
の

リ
ス
ク
を
補
完
・
ド
ク
タ
ー
ラ

イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
保

険
商
品
等
の
取
扱
い
―
を
活
動

指
針
と
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
運
営
し

て
い
る
が
、
な
か
で
も
斡
旋
融

資
制
度
・
保
険

医
年
金
制
度
・

休
業
補
償
制

度
・
医
師
賠
償

責
任
保
険
の
4

制
度
に
、
特
に

力
を
入
れ
て
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
斡
旋
融
資
制
度
は
京
都
銀
行

と
長
年
に
わ
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
有
利
な
条
件

で
の
斡
旋
融
資
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
規
開
業
資
金
の

金
利
・
手
数
料
の
優
遇
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
継
続
し
て
い
る
。
新

規
開
業
予
定
の
医
師
に
お
心
当

た
り
が
あ
れ
ば
、
協
会
に
ご
紹

介
い
た
だ
き
た
い
。

ど
自
在
性
も
強
み
で
あ
る
。

　
医
師
賠
償
責
任
保
険
も
68
年

に
発
足
。
当
協
会
医
療
安
全
対

策
部
会
と
協
力
し
て
、
普
及
・

制
度
維
持
を
担
当
し
て
い
る
。

　
休
業
補
償
は
77
年
に
発
足
し

た
京
都
協
会
独
自
の
制
度
で
あ

る
。
年
齢
に
よ
る
が
、
最
長
4

年
の
給
付
期
間
が
選
択
可
能

で
、
64
歳
か
ら
69
歳
の
方
も
給

付
期
間
2
年
が
選
択
で
き
る
。

加
入
と
給
付
の
審
査
は
当
協
会

金
融
共
済
委
員
会
で
行
い
、
決

定
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
会

員
に
寄
り
そ
っ
た
制
度
設
計
・

運
用
を
心
が
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
て
グ
ル
ー
プ

保
険
の
取
扱
い
も
開
始
し
た
。

1
年
更
新
の
生

命
保
険
な
の
で

特
に
若
年
に
お

い
て
手
頃
な
掛

金
で
大
き
い
保

障
が
得
ら
れ
る
。

　
共
済
関
係
の
手
数
料
は
、
協

会
収
入
の
大
き
な
部
分
を
占
め

て
お
り
、
協
会
活
動
の
源
だ
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
も
の
以
外
に

も
各
種
保
険
商
品
を
取
り
扱
っ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
。

　
19
年
10
月
に
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

18
年
理
事
会
声
明
と
し
て
「
医

療
は
非
課
税
の
維
持
が
必
要
。

損
税
の
解
消
策
と
し
て
は
医
療

の
非
課
税
還
付
方
式
が
望
ま
し

い
」
と
発
表
し
た
。
今
回
の
増

税
の
際
に
非
課
税
は
維
持
さ
れ

た
が
、
損
税
の
根
本
的
解
決
と

は
言
い
難
い
。
対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
好
評
の
接
遇
マ

ナ
ー
研
修
会
を
は
じ
め
、
各
種

セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催
し
て
い

る
。
よ
り
多
く
の
会
員
に
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

使
い
や
す
さ
を
追
求

協
会
の
共
済
制
度

新
年
度
に
あ
た
っ
て�

経
営
部
会

　
保
険
医
年
金
制
度
は
1
9
6

8
年
に
京
都
で
発
足
。
そ
の

後
、
保
団
連
が
運
営
を
受
け
継

ぎ
全
国
の
制
度
に
な
っ
た
。
予

定
金
利
は
現
在
1
・
2
5
9

％
。
積
立
方
法
、
受
取
方
法
な

　
協
会
は
5
月
30
日
、「
行
政
・
病
院
で
の
患
者
相
談
あ
れ
こ
れ
」
を
テ
ー
マ
に

医
療
安
全
担
当
者
交
流
会
を
開
催
。
講
師
に
京
都
府
健
康
福
祉
部
医
療
課
医
療
・

看
護
担
当
副
主
査
の
諌
山
富
恵
氏
、
京
都
市
保
健
福
祉
局
医
療
衛
生
推
進
室
医
務

衛
生
課
担
当
係
長
の
吉
岡
葉
子
氏
、
亀
岡
市
立
病
院
管
理
部
医
事
課
医
事
課
長
の

小
笹
和
也
氏
を
迎
え
た
。
出
席
者
は
32
人
と
な
っ
た
。

医療安全担当者交流会
府
・
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー

中
立
的
立
場
で
対
応

　
ま
ず
、
諌
山
氏
が
京
都
府
の

医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
の
概

要
等
に
つ
い
て
説
明
。
2
0
1

7
年
度
は
1
5
1
4
件
（
相
談

が
1
1
3
8
件
、
苦
情
は
3
7

6
件
）
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た

と
し
た
。
相
談
内
容
は
「
医
療

行
為
・
医
療
内
容
」「
医
療
知

識
を
問
う
も
の
」
が
多
か
っ
た

と
し
、「
相
談
者
に
同
調
せ
ず

に
中
立
的
立
場
で
患
者
の
話
を

聞
く
」
な
ど
対
応
時
の
心
得
を

紹
介
し
た
。

　
行
政
と
し
て
は
、
何
と
か
訴

訟
に
発
展
さ
せ
な
い
よ
う
に
と

の
思
い
で
医
療
機
関
に
連
絡
を

さ
せ
て
も
ら
う
が
、
で
き
れ
ば

医
療
機
関
で
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
の
か
を
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
述
べ
た
。

京
都
市
・
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー

患
者
の
意
識
変
化
を
解
説

　
続
い
て
、
吉
岡
氏
が
京
都
市

の
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
の

概
要
等
に
つ
い
て
説
明
。
2
0

1
8
年
度
は
8
0
5
件
（
相
談

3
5
1
件
、
苦
情
4
5
4
件
）

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
京
都
府

と
は
対
照
的
に
苦
情
が
相
談
の

件
数
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
苦
情
内
容
は
、「
接
遇
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
一

番
多
く
、
続
い
て
「
医
療
行

為
・
医
療
内
容
」、「
医
療
費
」

と
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は

16
年
度
ま
で
は
「
相
談
」
内
容

の
上
位
を
占
め
て
い
た
が
、
18

年
度
で
は
「
苦
情
」
内
容
の
上

位
3
項
目
へ
と
変
容
し
た
。
お

そ
ら
く
16
年
当
時
は
、
患
者
が

「
こ
う
い
う
も
の
で
い
い
の
か
」

と
い
う
思
い
で
相
談
し
て
い
た

も
の
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
「
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
い

う
思
い
に
変
化
し
た
こ
と
が
原

因
で
は
な
い
か
と
分
析
し
た
。

　
ま
た
、
相
談
者
が
希
望
す
れ

ば
、
医
療
機
関
に
情
報
提
供
と

い
う
こ
と
で
連
絡
す
る
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
は
患

者
の
言
い
分
を
そ
の
ま
ま
伝
え

て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
決
し
て

事
実
だ
と
認
定
し
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
強
調
。
そ
の
上

で
、
適
切
な
対
応
を
お
願
い
し

た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

患
者
の
思
い﹁
不
安
﹂﹁
不

満
﹂﹁
不
信
﹂の
分
類
を

　
最
後
に
、
小
笹
氏
が
患
者
対

応
の
窓
口
と
し
て
の
苦
悩
や
患

者
対
応
の
工
夫
に
つ
い
て
説

明
。
ま
ず
、
過
去
の
経
験
か
ら

「
患
者
と
こ
じ
れ
る
」
と
感
じ

る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
過
失
の
有

無
が
は
っ
き
り
し
な
い
状
況

で
、
医
療
機
関
が
先
に
患
者
に

謝
罪
す
る
こ
と
を
あ
げ
た
。
そ

の
後
の
調
査
で
病
院
に
過
失
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
患
者
に

と
っ
て
「
病
院
が
謝
罪
を
し

た
」
と
い
う
事
実
は
重
く
、
そ

れ
を
覆
さ
な
い
限
り
、
患
者
と

の
話
し
合
い
は
前
に
進
ま
な

い
。
病
院
と
し
て
は
、
謝
罪
は

あ
く
ま
で
も
道
義
的
な
も
の
で

あ
り
、
ミ
ス
を
認
め
た
謝
罪
で

は
な
い
と
説
明
し
、
謝
罪
の
意

味
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
説
明
。

　
次
に
、
医
師
の
説
明
が
的
を

射
ず
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
を
紹
介
。
患
者
の
知
り

患
者
へ
の
説
明
は
わ
か
り
や
す
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ
訴
え
る

　
京
都
北
・
宇
治
久
世
医
師

会
選
出
の
代
議
員
・
予
備
代

議
員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し

た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
京
都

府
保
険
医
協
会
選
挙
規
定
第

32
条
1
項
に
よ
り
、
代
議

員
・
予
備
代
議
員
の
補
欠
選

挙
の
公
示
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
7
月
10
日

（
水
）

　
▽
締
切
日
時
＝
7
月
19
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
︻
京
都
北
︼

代
議
員
1
人
、
予
備
代
議
員

1
人　
︻
宇
治
久
世
︼
代
議

員
3
人
、
予
備
代
議
員
5
人

　
▽
任
　
期
＝
21
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
会
事
務

局
気
付
、
京
都
府
保
険
医
協

会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご
提

出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
会
事

務
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
該
医
師
会
長
宛
に
も

送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
の
公
示

京
都
北
・
宇
治
久
世

た
い
こ
と
は
、
①
な
ぜ
治
療
の

結
果
が
思
っ
て
い
た
も
の
と
違

う
の
か
②
な
ぜ
聞
い
て
い
た
手

法
と
違
う
の
か
③
な
ぜ
治
療
期

間
が
長
く
な
っ
た
の
か
④
な
ぜ

新
た
な
痛
み
が
生
じ
た
の
か
⑤

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
治
療
費
が
高

く
な
っ
た
の
か
―
の
5
項
目
に

集
約
さ
れ
る
。
医
師
が
医
学
的

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
説
明
す
る

こ
と
も
大
切
だ
が
、
患
者
が
知

り
た
い
こ
と
へ
の
回
答
に
な
っ

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

　
医
師
と
患
者
で
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て

い
な
い
時
は
、
職
員
が
医
師
と

患
者
と
の
間
に
入
り
、
患
者
に

代
わ
っ
て
医
師
の
説
明
し
た
内

容
を
確
か
め
る
等
の
取
組
み
も

未
然
に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
手
段

の
一
つ
で
あ
る
と
紹
介
し
た
。

さ
ら
に
、
患
者
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
を
す
べ
て
「
不
平
」
と
一
括

り
に
せ
ず
に
、「
不
安
」「
不

満
」「
不
信
」
の
三
つ
に
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
患
者

の
思
い
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
説
明
し
た
。

　
最
後
に
、
ク
レ
ー
ム
対
応
と

い
う
辛
い
業
務
を
遂
行
で
き
る

職
員
は
医
療
機
関
に
と
っ
て
貴

重
な
人
材
（
人
財
）
だ
。
組
織

が
し
っ
か
り
と
担
当
者
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
と
締
め

く
く
っ
た
。

副
理
事
長  

内
田 

亮
彦

患
者
相
談
の
経
験
通
じ
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
講
師
ら
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参
院
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で
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む
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と
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主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
今
回
か
ら
は
、
特
掲
診
療
料

で
比
較
的
文
書
指
摘
が
多
い
も

の
を
紹
介
す
る
。

　
薬
剤
管
理
指
導
で
は
、
ま
ず

人
員
基
準
が
満
た
せ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
常

勤
の
薬
剤
師
2
人
以
上
の
配
置

と
、
Ｄ
Ｉ
室
に
常
勤
薬
剤
師
1

人
以
上
の
配
置
の
二
つ
の
基
準

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
Ｄ
Ｉ
室
へ

の
薬
剤
師
配
置
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
薬
剤
師
に
よ
り
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
た
だ
し
常
勤
の
薬

剤
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
非
常
勤
の
薬
剤
師
が
こ
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い

る
と
、
施
設
基
準
を
満
た
さ
な

い
こ
と
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
室
に
つ
い
て
も
、
専
用

の
施
設
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

例
え
ば
適
時
調
査
時
の
院
内
ラ

ウ
ン
ド
の
際
、
他
の
用
途
で
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
し
ま
う
と
、
施
設
基

準
を
満
た
さ
な
い
と
判
定
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
だ
。
他
に
も
Ｄ
Ｉ
ニ
ュ
ー
ス

の
発
行
等
医
師
等
に
対
す
る
情

報
提
供
の
状
況
が
確
認
さ
れ
る
。

　
検
体
検
査
管
理
加
算
は
Ⅰ
〜

Ⅳ
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
Ⅱ

〜
Ⅳ
に
は
人
員
基
準
が
あ
る
の

で
適
切
に
配
置
し
て
お
く
。
例

え
ば
Ⅲ
で
あ
れ
ば
、
臨
床
検
査

を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師

が
1
人
以
上
、
常
勤
の
臨
床
検

査
技
師
が
4
人
以
上
と
さ
れ
て

い
る
。
医
師
、
臨
床
検
査
技
師

と
も
「
常
勤
」
と
あ
る
の
で
、

当
該
医
療
機
関
で
定
め
る
週
所

定
労
働
時
間
（
週
所
定
労
働
時

間
が
32
時
間
未
満
の
場
合
は
32

時
間
）
を
勤
務
し
て
い
る
こ
と

が
原
則
必
要
と
な
る
。
ま
た
医

師
に
つ
い
て
は
「
専
ら
担
当
す

る
」
と
も
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
「
専
ら
」
は
労
働
時
間
の
8

割
以
上
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
労
働
時
間
の
8
割
以
上

を
臨
床
検
査
業
務
に
従
事
し
て

い
る
こ
と
を
客
観
的
に
示
せ
る

よ
う
な
帳
票
を
作
成
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
人
員
基

準
以
外
に
も
、
臨
床
検
査
の
精

度
管
理
、
外
部
の
精
度
管
理
事

業
参
加
状
況
、
臨
床
検
査
の
適

正
化
委
員
会
の
議
事
録
等
も
確

認
さ
れ
る
。

　
ま
た
画
像
診
断
管
理
加
算
に

つ
い
て
も
、
人
員
基
準
と
し

て
、
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す

る
常
勤
の
医
師
の
配
置
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。「
常
勤
」「
専

ら
」
と
も
に
考
え
方
は
検
体
管

理
加
算
で
紹
介
し
た
解
釈
と
同

じ
で
あ
る
の
で
、
適
切
な
配
置

が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
あ
る

医
師
が
、
週
5
日
勤
務
の
う

ち
、
1
日
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の

別
の
医
療
機
関
で
診
察
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
に
遭
遇

す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

残
り
の
4
日
間
で
「
常
勤
」
を

満
た
せ
る
必
要
が
生
じ
る
の
で

注
意
し
た
い
。

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

25

薬
剤
管
理
指
導
、
検
体
検
査
管
理

加
算
、
画
像
診
断
管
理
加
算

理 事 就 任 あ い さ つ

　
こ
の
度
、
西
京
医
師
会
か
ら

の
推
挙
に
よ
り
、
総
務
部
会
担

当
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
3
年
前
に
京
都
に
戻
っ
て
参

り
、
京
都
府
保
険
医
協
会
会
員

と
し
て
も
新
参
者
で
す
が
、
担

当
理
事
と
し
て
協
会
事
業
を
周

知
す
る
中
で
、
会
員
拡
大
・
組

織
の
充
実
・
活
性
化
を
図
れ
る

よ
う
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
1
年
前
に
医
院
を
継

承
し
た
経
験
も
活
か
し
て
、
開

業
医
・
勤
務
医
問
わ
ず
会
員
の

皆
様
を
保
険
請
求
な
ど
の
実
務

面
か
ら
経
営
面
に
至
る
ま
で
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め

「
困
っ
た
時
の
保
険
医
協
会
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
5
月
に
京
都
府
眼
科
医

会
会
長
が
交
代
し
、
新
会
長
の

推
挙
に
よ
り
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
協
会
の
活
動
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
経
営
部

会
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
の
で
は
と
心
配
で
お
り
ま

す
。
大
変
緊
張
し
な
が
ら
第
1

回
理
事
会
に
出
席
し
ま
し
た

が
、
ち
ょ
う
ど
交
代
さ
れ
た
理

事
長
が
、
偶
然
同
じ
地
区
医
師

会
所
属
で
少
し
安
堵
い
た
し
ま

し
た
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、
経
営
部

会
と
は
私
に
は
全
く
無
縁
の
分

野
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
す
で
に
2
年
前
、
税
理

士
さ
ん
が
突
然
辞
め
て
し
ま
い

困
っ
て
い
た
時
、
同
じ
地
区
の

先
生
に
「
保
険
医
協
会
に
聞
い

て
み
は
っ
た
ら
？
」
と
教
え
て

も
ら
い
、
早
速
連
絡
を
し
ま
す

と
、
す
ぐ
に
紹
介
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
時
に
お
世
話
に

な
っ
た
の
が
経
営
部
会
だ
っ
た

と
今
回
担
当
に
な
っ
て
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

　
開
院
し
て
15
年
ほ
ど
に
な
り

ま
す
が
、
突
然
の
ト
ラ
ブ
ル
等

に
い
つ
直
面
す
る
か
と
い
う
不

安
や
心
配
は
誰
し
も
感
じ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
時

間
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
大

先
輩
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
会
員
に
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
部
会

 
曽
我
部 

俊
介

 
（
西
京
）

経
営
部
会

 
中
村 

佳
子

 
（
中
京
西
部
）

第72回

ホテルグランヴィア京都
（JR京都駅直結）

総会・記念講演会 「古今の間」（５階）
祝賀会 「源氏の間」（３階）

第197回
定時代議員会合併

日ﾠ時

場ﾠ所

第197回定時代議員会 合併
◆ 2018年度活動報告ならびに決算報告
◆ 2019年度活動方針（案）ならびに予算（案）ﾠ等

総　　　会 午後２時～４時

演　題 時代を動かす
 女性の力
 ～ 先人たちの足跡に咲いた花 ～

演　者 玉岡ﾠかおる氏

申込締切は
7月19日
（金）

記念講演会 午後４時15分～５時30分

祝　賀　会 午後５時40分～７時30分

参加費 会ﾠ員ﾠ1,000円　家族・従事者ﾠ5,000円（当日徴収）

・和太鼓演奏
京都造形芸術大学教授・和太鼓教育セ
ンター所長髙木克

ヨシ

美
ミ

氏を代表とする和
太鼓チーム悳炎（shien）

・福引き
・東北被災地支援物産展（かけあしの会）

※ ご参加の申込は、6月10日頃にお送りした往復ハガキをご返送下さい。
キャンセル時もご連絡をお願いします。ご不明な点は協会事務局まで。

共催：有限会社アミス

創立 70 周年記念

定 期 総 会
7月28日日
午後 2 時 ～ 7 時30分

医
療
機
関
で
東
北
被
災
地
支
援

物
産
展 

を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

詳
細
は
京
都
府
保
険
医
協
会
ま
で

2 0 1 9 年 (令和元年) 7 月 1 0 日第 3 0 5 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



　
沖
縄
に
お
け
る
基
地
周
辺
の

環
境
汚
染
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
問
題
を
は
じ
め
多
く
の
環
境

汚
染
問
題
が
あ
る
。
赤
嶺
政
賢

議
員
（
日
本
共
産
党
）
は
、
2

0
1
6
年
4
月
11
日
に
国
会
に

て
質
問
主
意
書
を
提
出
し
、
嘉

手
納
基
地
周
辺
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
汚

染
問
題
を
質
問
し
て
い
る
。
14

年
か
ら
15
年
に
か
け
て
浄
水
の

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
濃
度
が
、
他
の
府
県

の
濃
度
に
比
べ
て
極
め
て
高
い

80 

ng
／
L
以
上
の
濃
度
で
汚

染
し
て
い
た
と
い
う
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
受
け
、

沖
縄
県
環
境
部
環
境
保
全
課

は
、
全
県
に
調
査
範
囲
を
広
げ

て
普
天
間
基
地
で
も
新
た
に
17

年
度
に
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
18
年
8
月
か
ら
9
月
に

採
取
し
た
夏
季
の
水
質
調
査

で
、
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の
湧

水
や
地
下
水
に
お
い
て
、
米
国

環
境
保
護
庁
が
設
定
し
た
飲
料

水
に
関
す
る
生
涯
健
康
勧
告
値

（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
＋
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
で

70  ng
／
L
）
を
超
え
た
値
を
検

出
。
そ
の
地
点
が
7
カ
所
確
認

さ
れ
た
。

　
背
景
と
し
て
重
要
な
点
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
も

に
、
19
年
度
に
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条

約
に
登
録
さ
れ
、
我
が
国
で
は

両
物
質
と
も
化
審
法
の
規
制
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た（
表
）。

そ
の
結
果
、
我
が
国
の
国
内
法

で
は
、
早
急
に
汚
染
除
去
な
ど

の
対
応
が
要
求
さ
れ
る
事
態
に

な
っ
て
き
た
。
米
軍
は
、
こ
の

よ
う
な
日
本
の
法
的
規
制
に
対

し
て
、
治
外
法
権
の
立
場
を
と

り
沖
縄
基
地
で
の
調
査
を
拒

み
、
沖
縄
県
民
の
怒
り
と
顰
蹙

を
買
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

は
と
も
に
、
航
空
機
燃
料
に
対

す
る
泡
消
火
剤
と
し
て
使
用
さ

れ
、
訓
練
な
ど
で
環
境
中
に
放

出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
19

年
現
在
で
は
、
泡
消
火
剤
の
中

に
成
分
と
し
て
含
む
も
の
は
製

造
さ
れ
て
い
な
い
が
、
過
去
の

消
火
剤
や
、
土
壌
汚
染
が
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
基
地
汚
染
は
、
報
道
の
よ
う

に
横
田
基
地
で
も
発
生
し
て
い

た
可
能
性
は
高
く
、
沖
縄
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
（
図
）。こ
の

初
期
の
横
田
基
地
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

汚
染
は
、
我
々
が
初
め
て
報
告

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

記
事
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
全
国
の
米
軍

空
軍
基
地
で
は
、
航
空
機
燃
料

に
対
す
る
消
火
剤
を
備
蓄
し
て

お
り
、
恐
ら
く
基
地
周
辺
で
の

環
境
汚
染
は
起
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
長
期
毒
性
は
、
議

論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
疫
学
調
査
で
は
、

母
体
曝
露
に
よ
り
新
生
児
の
低

体
重
と
低
身
長
の
リ
ス
ク
が
増

加
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
こ
の
影
響
は
、
出
生
時
に

一
時
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
可
逆
的
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ｓ
条
約
は
、
健
康
影
響
を
も

と
に
決
め
た
も
の
で
は
な
い
。

文書 摘要 物質

付属文書Ａ 廃絶 アルドリン、クロルデン、ディルドリン、エンド
スルファン、リンデン、マイレックスなどシロア
リ駆除や農薬およびPCB、短鎖塩素化パラフィ
ン（SCCP）、ペルフルオロオクタン酸（PFOA）
とその塩及びPFOA関連物質など28種類

付属文書Ｂ 制限 DDT、ペルフルロオクタンスルホン酸（PFOS）
とその塩、ペルフルオロオクタンスルホニルフオ
リド（PFOSF）（PFOSについては半導体用途や
写真フィルム用途等における製造・使用等の禁止
の除外を規定）

付属文書Ｃ 非意図的
生成物

ヘキサクロルベンゼンなど７種類

2018年の段階で
検討中のもの

ジコホール、ペルフルオロヘキサンスルホン酸
（PFHxS）とその塩及びPFHxS関連物質

表　ストックホルム条約対象物質
2019年 3 月現在　経済産業省ホームページより

図　沖縄タイムスの記事

環
境
で
の
残
留
性
が
高
い
こ
と

か
ら
決
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
点
は
将
来
に
対
す
る
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
に
重
要
で
あ

る
。

　
ま
た
、
も
う
一
点
、
重
要
な

点
。
我
が
国
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
＋

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
対
し
て
飲
料
水
の

基
準
を
持
た
な
い
。
先
進
国
で

は
異
例
の
国
で
あ
る
。
環
境

省
、
厚
生
労
働

省
、
内
閣
府
も

米
国
に
忖
度
し

て
い
る
の
か
、

面
倒
を
避
け
る

行
政
の
弱
腰
か

ど
ち
ら
か
に
違

い
な
い
。
…
天

の
声
、「
過
激

や
な
ー
！
」。

（2018年12月10日）

　
7
月
21
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て
望
む
こ
と
を
き
い
た
。
た
だ

し
、
選
択
肢
は
協
会
と
し
て
の

診
療
報
酬
引
上
げ
、
患
者

負
担
増
中
止
な
ど
求
め
る

　
今
参
議
院
選
挙
で
政
党
・
候

補
者
に
求
め
る
政
策
は
何
か
に

つ
い
て
、
選
択
肢
か
ら
三
つ
を

選
択
。「
診
療
報
酬
の
大
幅
引
上

げ
」
が
ト
ッ
プ
で
42
％
、
次
に

「
患
者
負
担
増
計
画
の
中
止
」

が
39
％
、3
位
が「
原
発
撤
退
と

再
生
可
能
エ
ネ

へ
の
転
換
」
31

％
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
「
医
師

の
長
時
間
労
働

の
解
消
」「
開
業

規
制
を
行
わ
な

い
こ
と
」「
憲
法

9
条
の
改
定
の

阻
止
」
が
25
％

で
並
び
、「
核

兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
」
が
22

％
「
国
保
の
国

庫
負
担
率
引
上

等
の
改
善
」
19

主
張
や
要
望
に
そ
っ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
回
答
い
た
だ
い
た
。

　
い
ま
、
政
治
に
求
め
る

こ
と
は
何
か
を
複
数
回
答

で
き
い
た
と
こ
ろ
、「
戦

争
に
向
か
う
あ
ら
ゆ
る
流

れ
を
止
め
る
こ
と
」
が

ト
ッ
プ
で
50
％
、
次
に

「
新
自
由
主
義
か
ら
の
転

換
」「
政
治
の
閉
塞
状
況

の
打
破
」
が
47
％
、「
国

民
の
不
信
払
し
ょ
く
」
36

％
と
続
い
た
（
図
1
）。

戦争に向かう流れを
止めること

新自由主義からの転換

政治の閉塞状況の打破

国民の不信払しょく
する政治

その他 28％

36％

47％

47％

50％

図１　いま、政治に求めることは何か

診療報酬の大幅引上げ
患者負担増計画の中止

原発撤退と再生可能エネへの転換
医師の長時間労働の解消
開業規制を行わないこと
憲法９条の改定の阻止
核兵器禁止条約の批准

国保の国庫負担率引上等の改善
消費税引上げの中止

辺野古基地建設の中止
日米貿易協定の阻止

難病の「重症度分類」廃止
その他

図 2　今参議院選挙で政党・候補者に求める政策

11％
3％

14％
14％
14％

19％
22％
25％
25％
25％

31％
39％
42％

％
と
続
い
た
（
図
2
）。

　
「
そ
の
他
」
意
見
で
は
、「
厚

労
省
の
社
畜
た
る
我
々
は
政
治

に
夢
も
希
望
も
持
っ
て
は
い
け

な
い
」
と
の
諦
観
意
見
が
み
ら

れ
た
ほ
か
、「
教
育
基
本
法
を

広
め
る
こ
と
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
主
独
立
、
国
防
強
化
」
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
「
そ
の
他
」
意
見
で
は
、「
高

齢
者
に
対
す
る
雇
用
対
策
」

「
保
守
与
党
に
対
抗
し
政
策
で

争
え
る
強
力
な
保
守
野
党
の
形

成
」「
国
民
の
た
め
の
原
点
に

戻
っ
た
政
策
づ
く
り
を
与
野
党

協
同
で
行
う
こ
と
」「
子
育
て

し
や
す
い
国
に
」「
憲
法
守
る

政
治
」「
憲
法
改
定
に
つ
い
て

の
是
か
非
か
の
議
論
を
進
め

る
」「
期
待
す
る
も
の
は
な
い
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
一
方
で

「
自
主
憲
法
を
つ
く
り
、
国
軍

を
つ
く
り
、
自
主
独
立
の
国
家

を
つ
く
る
こ
と
」
を
あ
げ
た
方

も
い
た
。

天
道
是
邪
非
邪
⑨環境汚染編

小
泉 

昭
夫
（
中
京
西
部
）

沖
縄
の
基
地
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
汚
染

本
質
は
米
軍
に
よ
る
環
境
権
の
侵
害

代議員月例
アンケート 119

実
施
期
間
：
2
0
1
9
年
5
月
末
〜
6
月
15
日

対
象
者
：
代
議
員
87
人
、
回
収
数
36
人
（
回
収
率
：
41
％
）

参
議
院
選
挙
で
望
む
こ
と

戦
争
に
向
か
う
流
れ
に
強
い
危
機
意
識

保団連 病院・有床診療所セミナー
　今年は大阪で開催の保団連「病院・有床診療所セミナー」。ぜひご参加下さい。

日　時 9月14日（土）午後 6 時30分～ 8 時45分
 　　15日（日）午前10時～午後 3 時
場　所 大阪府保険医協同組合Ｍ＆Ｄホール、大阪保険医会館
 （大阪市浪速区幸町1-2-33）

参加費 両日参加（１人10,000円）、１日のみ参加（１人6,000円）
 ※同一法人２人目以降は、両日参加１人7,000円、１日参加１人3,000円

主　催 全国保険医団体連合会

 9 月14日（土）午後 6 時30分～ 8 時45分
○記念講演　「２次医療圏をもとに医療提供体制を考える（仮題）」
　　　　　　講 師　国際医療福祉大学教授　　　　 高橋 　泰 氏
○基調報告　「入院医療をめぐる動きと対策について」
　　　　　　報 告　保団連 病院・有床診対策部長　安藤 元博 氏

 9 月15日（日）午前10時～午後 3 時
○ 「病院・有床診療所長が知っておくべき雇用管理・労務管理のポイント（仮題）」 
（午前）
　　講師　社会保険労務士　桂　好志郎 氏
○分科会（午後）
　• シンポジウム　「医師・医療従事者の働き方改善の具体的取り組みと課題（仮題）」

３病院から各病院の医師・医療従事者の働き方改善の具体的取り組みと課題を報告、討
論を予定。

　• 事例報告・検討会「有床診経営の実践報告2019（仮題）」
複数の有床診療所から、経営上の工夫や成果を報告、討論を予定。

申込方法 京都府保険医協会までご連絡下さい。所定の申込用紙をお送りします。
 ☎075-212-8877　FAX075-212-0707　email：info@hokeni.jp

セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

申込締切　
9 月 2 日（月）

2 0 1 9 年 (令和元年) 7 月 1 0 日 第 3 0 5 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



　
私
の
亡
き
祖
母
は
日
赤
の
従

軍
看
護
師
で
し
た
。
20
歳
の
と

き
に
ま
だ
乳
飲
み
子
だ
っ
た
息

子
（
私
の
父
）
を
残
し
て
兵
士

と
同
じ
よ
う
に
赤
紙
で
召
集
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
に
祖
父
も
兵

士
と
し
て
召
集
さ
れ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
祖
母
は
中
国
の
青
島

の
陸
軍
病
院
で
の
経
験
を
繰
り

返
し
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
足
の
な
い
兵
隊
さ
ん
、
砲

弾
に
お
び
え
て
木
の
ベ
ッ
ド
を

壊
す
兵
隊
さ
ん
。
み
ん
な
お
母

さ
ん
と
叫
ん
で
い
た
」。「
診
療

が
終
わ
る
と
夜
は
医
師
に
つ
い

て
解
剖
の
手
伝
い
。
遺
体
の
中

に
は
中
国
人
の
子
ど
も
も
…
」

「
偶
然
、
負
傷
し
た
夫
が
運
ば

れ
て
き
た
。
し
か
し
夫
の
看
護

に
は
行
か
せ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
」。
祖
母
は
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
強
い
人
で
し
た
。
自

分
が
祖
母
の
状
況
で
耐
え
ら
れ

た
か
ど
う
か
…
。「
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
戦
争
だ
け
は
あ

か
ん
。
戦
争
は
ひ
と
の
こ
こ
ろ

を
変
え
て
し
ま
う
」。

　
私
は
祖
母
の
影
響
も
あ
り
医

師
と
な
り
ま
し
た
が
、「
平
和

は
す
べ
て
の
土
台
で
あ
る
」
を

信
念
に
働
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ

と
が
私
の
20
歳
代
の
子
ど
も
に

降
り
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
2

0
1
9
年
の
4
月
、
統
一
地
方

選
挙
が
終
わ
っ
て
数
日
後
、

「
自
衛
隊
員
募
集
」
の
封
書
が

送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。「
自

衛
隊　
京
都
地
方
協
力
本
部
お

よ
び
京
都
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
と
あ
り
ま
し
た
。
自
衛
隊

は
京
都
市
か
ら
の
資
料
の
提
供

を
受
け
て
い
る
、
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
・
転
記
し
て
い
る
と

明
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
一

般
幹
部
候
補
生
等
採
用
試
験
の

ご
案
内
」
大
卒
程
度
試
験
合
格

者
の
待
遇
は
月
額
22
万
5
1
0

0
円
と
。
そ
の
他
陸
上
自
衛

隊
、
海
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛

隊
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
案
内
が

入
っ
て
お
り
、
普
通
科
、
機
甲

科
、
野
戦
特
科
、
掃
海
機
雷　

射
撃
…
と
武
器
や
戦

車
、
潜
水
艦
な
ど
を

扱
う
科
の
紹
介
が
ず

ら
り
。
こ
れ
は
徴
兵

（
経
済
的
徴
兵
）で
は

な
い
の
か
と
怒
り
を

覚
え
ま
し
た
。
就
職

に
苦
労
す
る
若
者
が

志
願
し
た
ら
と
ぞ
っ
と
し
ま
す
。

　

住
民
台
帳
を

使
っ
て
こ
の
よ
う

な
郵
送
物
を
京
都

市
の
青
年
た
ち
に

送
っ
て
く
る
京
都

市
や
、
国
の
や
り

方
に
対
し
許
せ
な

い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
私
は
医
療
人
と

し
て
も
、
子
を
も

つ
母
と
し
て
も

「
戦
争
だ
け
は
あ

か
ん
」
の
祖
母
の

遺
言
を
貫
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は

「
憲
法
9
条
を
守
り
、
武
器
で

は
な
い
、
対
話
に
よ
る
平
和
外

交
を
す
す
め
る
」
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
広
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
※
6
月
1
日
開
催
の
憲
法
学

習
講
演
会
で
発
言
し
た
内
容
を

ま
と
め
ま
し
た
。

市
民
の
力
で
野
党
共
闘
を

6
・
1
憲
法
学
習
講
演
会
を
開
催

　
協
会
が
事
務
局
を
務
め
る
「
九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
支
持
す
る
京
都
医
療
人
の
会
は
、
参

院
選
で
与
党
が
3
分
の
2
を
維
持
し
改
憲
を
強
行
す
る
か
、
安
倍
改
憲
発
議
を
阻
む
か
の
正
念

場
が
2
0
1
9
年
で
あ
る
と
し
、
憲
法
9
条
京
都
の
会
ら
と
と
も
に
、
6
・
1
実
行
委
員
会
を

結
成
。
6
月
1
日
に
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
渡
辺
治
氏
を
講
師
に
、
6
・
1
憲
法
学
習
講
演
会

「
参
議
院
選
挙
と
安
倍
改
憲
の
ゆ
く
え
」
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
4
0
0
人
。

　
渡
辺
氏
は
17
年
5
月
3
日
以

来
、
市
民
の
運
動
、
野
党
の
頑

張
り
が
安
倍
改
憲
発
議
を
阻
ん

で
き
た
こ
と
を
解
説
。
18
年
通

常
国
会
、
臨
時
国
会
で
改
憲
発

議
ど
こ
ろ
か
、
改
憲
案
を
憲
法

審
査
会
に
出
す
こ
と
も
で
き
ず

に
い
る
状
態
だ
と
説
明
し
た
。

こ
の
状
態
に
業
を
煮
や
し
た
安

倍
首
相
は
、
安
倍
改
憲
の
前
に

立
ち
は
だ
か
る
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
分
断
と
、
9
条
2
項
削

除
を
断
念
し
、
公
明
党
の
加
憲

論
お
よ
び
維
新
の
教
育
無
償
化

案
を
受
け
入
れ
て
、
自
公
、
維

新
だ
け
で
改
憲
を
強
行
す
る
戦

略
へ
と
舵
を
切
っ
た
と
説
明
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
安
倍

改
憲
を
阻
む
の
は
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
で
あ
る
と
あ
ら
た
め

て
指
摘
。
そ
の
こ
と
に
確
信
を

持
つ
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

実
際
に
森
友
、
加
計
学
園
問
題

で
、
改
憲
ど
こ
ろ
で
は
な
く

な
っ
た
安
倍
政
権
が
解
散
総
選

挙
で
巻
き
返
し
を
図
り
、
一
度

は
野
党
共
闘
が
分
断
さ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
後
の
運
動
の
力

で
、
共
闘
が
再
建
し
た
。

　
夏
の
参
議
院
選
に
向
け
、
さ

ら
な
る
市
民
と
野
党
の
共
闘
強

化
を
行
い
、
安
倍
政
治
に
代
わ

る
政
治
の
選
択
肢
を
示
す
こ

と
、
安
倍
改
憲
に
危
惧
も
つ
人

々
が
総
決
起
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
5
月

29
日
に
出
さ
れ
た
市
民
連
合
と

5
野
党
・
会
派
の
「
共
通
政

策
」
を
紹
介
。
改
憲
発
議
そ
の

も
の
を
さ
せ
な
い
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

安
保
法
制
、
共
謀
罪
法
な
ど
の

廃
止
、
沖
縄
県
名
護

市
辺
野
古
に
お
け
る

新
基
地
建
設
の
中

止
、
原
発
ゼ
ロ
の
実

現
、
最
低
賃
金
「
1

5
0
0
円
」
の
実
現

な
ど
、
今
ま
で
に
な

く
踏
み
込
ん
だ
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
共
通
政
策
を
掲
げ

た
だ
け
で
終
わ
ら
せ

な
い
た
め
に
は
草
の

根
で
の
市
民
の
頑
張

り
に
か
か
っ
て
い
る

と
し
、
世
論
を
変
え

る
の
も
共
闘
を
強
化
す
る
の

も
、
3
0
0
0
万
署
名
を
軸
と

し
た
地
域
で
の
市
民
の
運
動
だ

と
締
め
く
く
っ
た
。

　
続
い
て
、
実
行
委
員
会
参
加

団
体
で
あ
る
、「
九
条
の
会
ア

ピ
ー
ル
」
を
支
持
す
る
京
都
医

療
人
の
会
か
ら
中
川
裕
美
子
氏

（
京
都
民
医
連
あ
す
か
い
病
院

院
長
）
が
発
言
し
た
。

　
常
田
氏
は
は
じ
め
に
、
開
業

医
の
高
齢
化
、
診
療
所
数
の
増

加
、
厚
労
省
が
示
し
た
「
外
来

医
師
多
数
区
域
で
開
業
す
る
場

合
に
、
在
宅
や
救
急
等
の
地
域

で
不
足
す
る
医
療
を
担
う
こ
と

に
合
意
す
る
旨
の
記
載
欄
を
設

け
る
方
針
」
等
を
紹
介
。
ま

た
、
新
規
開
業
の
診
療
所
で
は

外
来
患
者
数
が
伸
び
悩
み
、
経

営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
期
間

が
以
前
よ
り
長
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
既
存
の
個
人
・
法

人
診
療
所
を
承
継
し
た
い
ニ
ー

ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
と
説
明
し

た
。

　
次
に
、
承
継
の
メ
リ
ッ
ト
を

譲
り
渡
す
側
と
譲
り
受
け
る
側

に
分
け
て
説
明
。
譲
り
渡
す
側

は
、
地
域
医
療
の
重
責
か
ら
の

解
放
、
患
者
の
引
き
継
ぎ
、
従

業
員
の
雇
用
継
続
、
承
継
に
よ

る
対
価
の
受
け
取
り
、
テ
ナ
ン

ト
の
現
状
回
復
義
務
や
リ
ー
ス

債
務
の
引
き
継
ぎ
。
譲
り
受
け

る
側
は
、
地
域
の
信
頼
や
患

者
、
ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
の
引
き

継
ぎ
、
開
業
準
備
期
間
の
短

縮
、低
コ
ス
ト
開
業
、銀
行
融
資

の
交
渉
の
し
や
す
さ
を
挙
げ
た
。

　
承
継
時
に
問
題
と
な
り
や
す

い
こ
と
と
し
て
、
医
師
間
で
の

カ
ル
テ
の
記
載
方
法
や
診
療
方

針
等
の
考
え
方
の
違
い
や
従
業

員
の
有
給
休
暇
・
昇
給
・
お
昼

の
電
話
当
番
等
の
過
去
か
ら
の

労
務
問
題
の
表
面
化
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
労
務
問
題
が

表
面
化
し
た
場
合
は
良
い
機
会

と
捉
え
、
従
業
員
と
の
関
係
を

改
善
す
る
と
良
い
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　
行
政
手
続
き
で
は
、
個
人
診

療
所
の
場
合
は
、
診
療
所
の
廃

止
・
開
設
、
保
険
医
療
機
関
の

廃
止
・
指
定
、
税
務
上
の
廃

業
・
開
業
届
等
が
必
要
に
な
る

の
に
対
し
、
医
療
法
人
格
の
場

合
は
管
理
者
変
更
の
手
続
き
の

み
行
う
と
説
明
。
ま
た
、
管
轄

保
健
所
に
よ
っ
て
指
摘
が
異
な

る
こ
と
も
あ
り
、
行
政
と
は
早

い
段
階
で
事
前
協
議
す
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。

　
承
継
は
親
子
間
や
仲
の
良
い

先
輩
・
後
輩
で
あ
れ
ば
上
手
く

い
く
と
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
あ

る
が
、
現
実
は
そ
う
で
も
な

く
、
親
子
間
で
は
口
を
出
し
す

ぎ
な
い
こ
と
、
仲
の
良
い
後
輩

の
場
合
で
も
第
三
者
（
例
え
ば

税
理
士
）
を
仲
介
さ
せ
る
、
第

三
者
承
継
は
お
互
い
の
メ
リ
ッ

ト
を
尊
重
す
る
こ
と
が
上
手
く

承
継
す
る
コ
ツ
だ
と
強
調
し
た
。

　
閉
院
時
の
確
認
事
項
と
し

て
、
麻
薬
在
庫
の
処
分
と
麻
薬

免
許
の
廃
止
届
、
カ
ル
テ

の
取
扱
い
、
医
師
賠
償
責

任
保
険
の
延
長
補
償
を
挙

げ
た
。
閉
院
時
に
は
、
テ

ナ
ン
ト
の
現
状
回
復
義

務
、
医
療
機
器
等
の
リ
ー

ス
残
金
、
院
内
物
品
の
廃

棄
処
分
、
従
業
員
の
退
職

金
等
に
費
用
が
か
か
る
た

め
、
事
前
の
見
積
り
が
重

要
だ
と
説
明
。
最
後
に
、

承
継
や
閉
院
を
考
え
る
際

は
、
引
退
す
る
数
年
前
か

ら
計
画
的
に
準
備
を
し
て

ほ
し
い
と
述
べ
た
。

承継や閉院は
余裕をもって計画を
医院承継講習会開く

　協会は、医院承継講習会を５月23日に開催。講
師のひろせ税理士法人の副所長・認定登録医業経
営コンサルタントの常田幸男氏が、近年の医療機
関をとりまく背景、医院承継の注意点や手続き、
閉院の留意点等を解説した。参加者は15人。

リレーエッセイリレーエッセイ
考え
  よう平和と憲法

6

従軍看護師だった
祖母の遺言
中川 裕美子（左京）

出
征
前
に
撮
影
し
た
祖
母
の
写
真

講
師
の
渡
辺
氏

送
ら
れ
て
き
た
自
衛
隊
募
集
の
封
書
。
給

与
と
し
て
「
22
万
5
0
0
0
円
〜
24
万

6
1
0
0
円
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

共
通
政
策
実
現
の
後
押
し
を
と
呼
び
か

け
る
渡
辺
氏

承
継
時
の
留
意
点
を
譲
る
側
と
譲

ら
れ
る
側
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

日 時 7 月29日（月）～8 月4日（日） 
 連日 ９時30分～16時30分
場 所 立命館大学 国際平和ミュージアム

反核ネット企画
① 「原爆の絵」展示（開催期間中）
② 8月1日（木） 午後1時30分～
　 「私の被爆体験を語る」　藤田 晴子さん
③ 8月3日（土） 午後2時～
「ピースアニメ『つるにのって』上映と
美帆シボさんのおはなし」

戦争展
第39回
平和のための京都の

入場入場入場
無料無料無料

ぜひご参加下さい

2 0 1 9 年 (令和元年) 7 月 1 0 日第 3 0 5 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行



血
液
化
学
検
査
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

94

ＤＣゴールドカード

年会費
永久無料

京都クレジットサービス㈱と提携している
ゴールドカードは、京都府保険医協会の会
員は個人・家族・法人カードとも年会費は
永久無料です。有利な特典も備えておりま
す。ぜひお申込みをご検討下さい。

　
Ｑ
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
3
項

目
を
含
む
Ｄ
0
0
7
血
液
化
学

検
査
（
10
項
目
以
上
・
1
1
2

点
）
を
実
施
し
た
。
後
日
、
減

点
の
通
知
連
絡
が
届
い
た
が
、

点
数
に
変
更
は
な
か
っ
た
。
一

体
何
が
減
点
さ
れ
た
の
か
。

　
Ａ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
3
項
目

を
併
せ
て
測
定
し
た
場
合
、
主

た
る
も
の
2
項
目
し
か
算
定
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
減
点
の
通
知
が
な
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
当
該
項
目
は
Ｄ
0

0
7
の
ま
る
め
項
目
の
点
数
と

し
て
算
定
す
る
た
め
、
今
回
は

　
か
つ
て
社
会
的
な
情
報
伝
達
の

主
力
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
中
心
だ
っ
た
新
聞
が
、
産
業
と

し
て
危
う
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
日
本
新
聞
協
会
が
集
計
し
た
毎

年
1
月
時
点
の
日
刊
一
般
紙
の
合

計
部
数
は
、
2
0
0
1
年
に
4
7

5
5
万
部
、
08
年
で
も
4
6
5
6

万
部
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
減
り

方
が
大
き
く
、
18
年
は
3
6
8
2

万
部
に
落
ち
込
ん
だ
。
10
年
間
で

20
・
9
％
も
減
っ
た
。

　
こ
の
間
、
単
身
化
の
進
行
で
世

帯
数
は
増
え
た
。
世
帯
あ
た
り
の

一
般
紙
の
発
行
部
数
を
計
算
す
る

と
、
01
年
に
0
・
99
、
08
年
に

0
・
89
だ
っ
た
の
が
、
18
年
は

0
・
65
ま
で
ダ
ウ
ン
し
た
。

　
発
行
部
数
に
は
企
業
や
官
庁
の

購
読
を
含
む
の
で
、
一
般
市
民
で

は
、
新
聞
を
取
ら
な
い
人
の
ほ
う

が
多
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
近
の
状
況
は
、
い
っ
そ
う
危

機
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
（
新
聞
、
雑

誌
、
広
告
会
社
な
ど
が
会
員
）
の

調
査
に
よ
る
と
、
2
0
1
9
年
5

月
の
全
国
紙
の
部
数
は
、
読
売
8

0
2
万
（
前
年
同
月
比
41
万
＝

4
・
9
％
減
）、
朝
日
5
5
1
万

（
同
38
万
＝
6
・
6
％
減
）、
毎
日

2
3
9
万
（
同
39
万
＝
14
・
3
％

減
）、
日
経
2
2
9
万
（
同
12
万

＝
5
・
2
％
減
）、
産
経
1
3
7

万
（
同
9
万
＝
6
・
2
％
減
）。

　
軒
並
み
、
1
年
で
5
％
前
後
ま

た
は
そ
れ
以
上
の
大
幅
な
マ
イ
ナ

ス
で
、減
り
方
が
加
速
し
て
い
る
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
紙
の
中
日
は
2
1
9

万（
3
・
6
％
減
）、地
方
紙
も
京

都
42
万
（
2
・
4
％
減
）。
神
戸

48
万
（
2
・
5
％
減
）、
山
陽
35

万
（
5
・
2
％
減
）、
中
国
58
万

（
4
・
1
％
減
）
と
い
っ
た
状
況

で
、
減
少
傾
向
は
共
通
す
る
。

　
な
ぜ
新
聞
を
取
る
人
が
減
っ
た

の
か
。
一
つ
は
可
処
分
所
得
の
実

質
的
な
低
下
、
通
信
費
の
増
加
な

ど
で
家
計
に
余
裕
の
な
い
世
帯
が

増
え
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
ネ
ッ

ト
の
影
響
で
、
特
に
ス
マ
ホ
が
普

及
し
て
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
社

会
的
な
情
報
を
容
易
に
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
新
聞
の
愛
読
者

は
高
齢
者
が
中
心
に
な
っ
た
。

　
受
信
料
を
強
制
徴
収
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
Ｃ
Ｍ
収
入
で
成
り
立
つ
民
放

テ
レ
ビ
と
違
い
、
新
聞
は
部
数
が

減
れ
ば
、
広
告
収
入
も
減
る
。

　
新
聞
各
社
は
、
子
ど
も
や
若
者

が
新
聞
に
接
す
る
機
会
を
増
や
す

な
ど
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
経
営
学
的
に
見
る
と
、
新
聞

と
い
う
商
品
自
体
が
衰
退
期
に

入
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　
紙
に
印
刷
し
て
ト
ラ
ッ
ク
で
運

び
、
販
売
店
か
ら
配
達
す
る
。
そ

う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
も

は
や
時
代
遅
れ
で
は
な
い
か
。

　
新
聞
の
発
行
は
人
件
費
、
編
集

制
作
シ
ス
テ
ム
、
印
刷
工
場
、
販

売
店
網
の
維
持
と
い
っ
た
固
定
経

費
が
大
き
く
、
発
行
部
数
が
損
益

分
岐
点
を
割
り
込
ん
だ
ら
、
経
営

危
機
に
つ
な
が
り
や
す
い
。

　
す
で
に
米
国
で
は
中
小
の
新
聞

社
が
ず
い
ぶ
ん
消
え
た
と
い
う
。

　
日
本
の
新
聞
各
社
が
今
後
10
年

も
つ
の
か
、
心
配
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
な
で
き
ご

と
や
問
題
を
伝
え
る
必
要
性
、
世

の
中
を
良
く
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
価
値
は
大
き
い
。
文
字
を
用

い
る
メ
デ
ィ
ア
も
情
報
の
や
り
と

り
に
は
効
率
的
で
あ
る
。

　
企
業
の
存
在
目
的
を
紙
の
新
聞

の
発
行
か
ら
、
社
会
的
な
情
報
の

伝
達
・
発
掘
に
転
換
す
る
し
か
な

い
が
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
告
収
入
を
得
る
、
記
事
閲
覧
を

有
料
化
す
る
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
上

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
あ
ま
り

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

　
紙
面
の
あ
り
方
と
は
別
に
、
企

業・産
業
と
し
て
生
き
残
れ
る
か
、

重
大
な
時
期
に
直
面
し
て
い
る
。

新
聞
は
い
つ
ま
で
も
つ
か

（
70
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
が
耳
の
痒
み
等
で
来

院
。
初
診
だ
っ
た
。
患
者
は
認

知
症
も
な
く
、
付
き
添
い
な
し

で
独
歩
で
来
院
し
た
。
鼓
膜

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
た
め
に
着
席
し

た
が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
が
汚
れ

て
い
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
隣

の
席
に
移
動
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
患
者
は
移
動
先
の
椅
子
か

ら
滑
り
落
ち
る
よ
う
に
落
下
し

た
。
な
お
、
移
動
し
た
先
の
椅

子
も
同
じ
パ
イ
プ
製
の
丸
椅
子

だ
っ
た
。

　
患
者
が
臀
部
の
打
撲
痛
を
訴

関
を
受
診
し
第
3
・
4
腰
椎
圧

迫
骨
折
（
第
4
は
陳
旧
性
）
と

診
断
さ
れ
た
。

　
患
者
側
は
、
義
理
の
息
子
が

中
心
と
な
っ
て
、
患
者
に
移
動

を
命
じ
た
の
は
医
療
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
転
倒
・
骨
折
と
な
っ
た
の

で
、
管
理
責
任
が
あ
る
と
主
張

し
た
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
賠

償
請
求
は
な
か
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
初
診
の
患

者
で
あ
り
、
70
歳
代
の
高
齢
者

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
椅

子
移
動
の
際
に
介
助
等
の
適
切

な
誘
導
が
必
要
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
患

者
に
認
知
症
等
の
症
状
は
認
め

ら
れ
ず
、
患
者
も
椅
子
に
座
る

際
に
自
ら
注
意
す
べ
き
で
あ
っ

た
と
考
え
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
6
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
以
下
の
点
を
確
認
し
、
特
に

問
題
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
賠
償
責
任
ま
で
は
問
え
な

い
と
考
え
ら
れ
た
。

　
①
患
者
は
高
齢
者
で
あ
っ
た

が
、
認
知
症
も
な
く
自
ら
の
移

動
に
困
難
も
認
め
ら
れ
な
い
。

来
院
時
も
介
助
な
く
受
診
し
て

い
る
②
院
内
の
明
る
さ
は
十
分

で
あ
っ
た
③
パ
イ
プ
椅
子
は
不

安
定
な
も
の
で
な
か
っ
た
④
床

は
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
で
特
に

え
た
た
め
、
ベ
ッ
ド
で
安
静
に

し
て
も
ら
い
、
医
師
は
そ
の
間

に
下
肢
運
動
や
可
動
域
に
制
限

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
約

1
時
間
後
に
は
軽
度
の
腰
部
痛

は
あ
る
も
の
の
、
当
初
の
痛
み

は
和
ら
い
だ
た
め
徒
歩
で
帰
宅

し
た
。
医
師
は
患
者
に
悪
化
傾

向
が
あ
れ
ば
整
形
外
科
受
診
を

す
る
よ
う
に
と
勧
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
同
日
に
Ａ
医
療
機

椅
子
か
ら
転
げ
て
腰
椎
圧
迫
骨
折

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
99

金
融
共
済
委
員
会

（
6
／
19
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
5
件
、
加
入
審
査

4
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し
ま

し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

滑
り
や
す
い
材
質
で
は
な
い
⑤

患
者
は
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え

て
い
た
が
、
ス
リ
ッ
パ
に
問
題

は
認
め
ら
れ
な
い
―
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
患
者
が

転
倒
す
る
こ
と
は
予
見
不
能
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
義
理
の

息
子
が
代
理
人
の
よ
う
な
立
場

で
あ
っ
た
が
、
意
思
疎
通
が
可

能
な
患
者
に
対
し
て
は
、
患
者

本
人
と
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
椅
子
か
ら
の
転
倒
で

は
、
今
回
に
限
ら
ず
パ
イ
プ
椅

子
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で
、

医
療
機
関
は
椅
子
を
購
入
す
る

際
に
は
、
注
意
し
た
方
が
よ

い
。
ま
た
、
回
転
す
る
椅
子
も

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
椅
子
に
患
者
を
座
ら
せ

る
と
診
察
は
し
や
す
い
だ
ろ
う

が
、
医
療
機
関
側
と
し
て
は
さ

ら
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

〈
結
果
〉

　
事
故
発
生
か
ら
1
〜
2
カ
月

後
に
は
、
義
理
の
息
子
に
賠
償

責
任
ま
で
は
負
え
な
い
と
の
結

論
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ク
レ
ー

ム
が
止
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
再

度
の
ク
レ
ー
ム
や
賠
償
請
求
が

な
か
っ
た
た
め
、
立
ち
消
え
解

決
と
み
な
し
た
。

1
項
目
が
査
定
と
な
っ
て
も
全

体
の
検
査
項
目
と
し
て
は
10
項

目
以
上
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め

点
数
自
体
に
は
変
更
が
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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医療安全を
身につけるために
医療安全研修 DVD PartⅡ

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）

針刺し事故等補償プラン
身近なリスクの備えに

（団体傷害総合保険・損保ジャパン日本興亜取扱）

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

○保険期間（中途での加入も可能）

8月  5日 午後 4 時から1 年間
○会員のご家族も加入できます

ゴルファー保険に
ご加入ですか?

8月1日から1年間

針刺し事故等補償プラン この保険は、京都府保険医協会を契約者とする針刺し事故等による

感染症危険補償特約をセットした団体傷害総合保険です。

京都府保険医協会からのご案内です。ぜひともご覧ください。

１．医療関係の業務に従事中（実習中を含みます。）に生じた偶然な血液曝露（ばくろ）
事故により、ＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイルス）に感染され、Ｂ型肝炎を発病して治療

を受けられた場合、保険金をお支払いします。２．医療関係の業務に従事中（実習中を含みます。）に生じた偶然な血液曝露（ばくろ）
事故により、ＨＣＶ（Ｃ型肝炎ウイルス）・ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染さ

れた場合、保険金をお支払いします。
３．日常生活における急激かつ偶然な外来の事故によるケガを補償します。

発病を待たずにお支払いできるため、治療費や生活費などにご利用いただけます！

①

京都府保険医協会TEL 075-212-8877  FAX 075-212-0707                             
〒604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637
インターワンプレイス烏丸６階E-mail：info@hokeni.jp HP：https://healthnet.jp/

2019年8月1日加入の場合
申込締切 ７月 5日

2019年度版

万が一針刺し事故等により
ＨＢＶ、ＨＣＶ、ＨＩＶに感染したら・・・そんな不安を抱えている会員のみなさまに！

針刺し事故等補償プランの特長

４．団体割引２０％が適用されます。

中途でも加
入

できます!!

ぜひこの機会に加入をご検討下さい。お問い合わせは
京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

◆  ゴルフプレー中に他人に
損害を与えた時

◆  ゴルフプレー中にご自身
がケガをした時

◆  ゴルフ用品に事故があっ
た時

◆  ホールインワン・アルバ
トロスを達成した時 など

1.  被保険者が医療関係の業務に従事中に生じた偶然な血液暴露事
故を直接の原因として、HBVに感染後Ｂ型肝炎を発病して治療
を受けた場合、HCV・HIVに感染した場合に保険金をお支払い

2. 日常生活における急激かつ偶然な外来の事故によるケガも補償

3.  保険料は団体割引20％を適用（京都府保険医協会が契約者とな
る団体契約）

こんな時に
補償されます！

保険料は20%割引でお得!



　
長
年
、
高
血
圧
で
通
院
さ
れ
て

お
ら
れ
た
Ｓ
さ
ん
の
物
忘
れ
が
強

く
な
っ
た
の
は
二
年
前
か
ら
で
あ

る
。
し
ば
ら
く
は
息
子
さ
ん
と
一

緒
に
来
院
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

次
第
に
通
院
が
困
難
に
な
り
、
息

子
さ
ん
か
ら
様
子
を
伺
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
た
。

　「
最
近
、
お
母
さ
ん
は
来
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
ど
う
な
さ
っ
て
い
ま

す
か
」

　「
ほ
と
ん
ど
ベ
ッ
ド
で
寝
て
ば

か
り
で
す
。
そ
れ
と
、
夜
中
に
誰

か
が
来
て
い
る
と
騒
ぐ
の
で
困
っ

て
い
ま
す
」

　「
お
風
呂
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま

す
か
」

　「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
で
入
れ
て
も
ら
え
る
の

で
、
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　
外
来
に
通
院
さ
れ
て
い
た
頃

も
、
や
っ
と
会
話
が
成
り
立
つ
く

ら
い
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
半
年
で

認
知
症
が
進
み
、
家
族
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い

な
い
様
子
で
あ
る
。

　「
今
日
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
か

ら
帰
っ
て
き
た
の
で
す
」

　「
来
院
で
き
な
い
よ
う
な
ら
、

往
診
し
ま
し
ょ
う
か
」

　「
え
え
、
お
願
い
し
ま
す
。
で

も
、
明
日
か
ら
ま
た
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
な
の
で
す
」

　「
い
つ
、
戻
ら
れ
る
の
で
す
か
」

　「
今
度
は
、
一
週
間
の
予
定
だ

そ
う
で
す
。
そ
の
後
は
、
毎
日
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
そ
う
で
す
」

　
毎
日
、
何
か
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
て
、
往
診
に
割
り
当
て
る
時

間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
あ
る

日
の
深
夜
に
、
息
子
さ
ん
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
。

　「
今
か
ら
往
診
し
て
ほ
し
い
の

で
す
が
」

　「
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
。
呼

吸
で
も
お
か
し
い
の
で
す
か
」

　「
夕
方
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
か

ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
床
ず
れ
が
で

き
て
い
る
の
で
す
」

　「
い
つ
か
ら
褥
瘡
が
で
き
て
い

る
の
で
す
か
」

　「
い
つ
か
ら
と
言
っ
て
も
、
今

日
、
背
中
を
見
て
び
っ
く
り
し
た

の
で
す
」

　「
エ
ア
マ
ッ
ト
な
ど
の
褥
瘡
予
防

用
具
は
使
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
」

　「
い
い
え
」

　「
で
も
、
長
い
間
寝
た
き
り

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　「
そ
う
で
す
。
動
け
な
く
な
っ
て

か
ら
半
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
ね
」

　「
で
は
、
明
日
の
午
後
で
も
お

伺
い
し
ま
す
」

　「
明
日
は
、午
前
中
か
ら
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
で
出
か
け
る
の
で
す
」

　
夜
も
遅
い
の
で
、
明
日
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
先
で
診
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
一
カ
月
ほ
ど
し
て
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
往
診
し
て
く

れ
と
言
っ
て
き
た
。
そ
の
時
に
は

褥
瘡
は
す
で
に
大
き
く
、
皮
膚
欠

損
は
五
セ
ン
チ
で
皮
下
の
ポ
ケ
ッ

ト
も
広
が
っ
て
い
た
。
と
て
も
、

往
診
で
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
無
理
を
お
願
い
し
て
地
元
の

病
院
に
入
院
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

入
院
中
は
外
科
の
先
生
に
、
随
分

飯田 泰啓（相楽）

診診診
察
室 話話話話話話話話話話話話話話話話話話話よよよよよよよ 話よもやま

ケ

ア

プ

ラ

ン

と
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
た
。
半
年

近
く
か
か
っ
て
褥
瘡
が
や
っ
と
軽

快
し
て
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
退
院
後
は
、
再
び
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
私
も
参
加

で
き
る
時
間
帯
に
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
開
い
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
し
て
、
Ｓ
さ
ん
の
身
体
面
に

十
分
な
配
慮
を
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
立
て
る
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
申
し
入
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
エ
ア
マ
ッ
ト
も
含
め
て
在
宅
ケ

ア
の
で
き
る
体
制
を
整
え
て
、
入

院
前
の
よ
う
に
安
易
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
頼
ら

な
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
在
宅
診
療
と
訪
問

看
護
で
定
期
的
な
ケ
ア
を
す
る
こ

と
で
、
褥
瘡
の
発
生
も
な
く
、

シ
ャ
ワ
ー
浴
が
で
き
る
ま
で
に
回

復
し
て
き
た
。

　
最
初
か
ら
医
療
の
関
与
で
き
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
で
あ
れ
ば
、
褥
瘡
で

半
年
近
く
も
入
院
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
か
っ
た
と
思
え
て
な
ら
な

い
。
そ
の
間
に
Ｓ
さ
ん
の
認
知
症

が
進
行
し
、
身
体
面
で
も
衰
え
が

進
ん
だ
だ
け
に
残
念
で
あ
る
。
入

院
前
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
家
族
の
介

護
負
担
を
減
ら
す
こ
と
だ
け
を
目

的
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
マ
ネ
ー

マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
要
介
護
度
ご
と
の
限

度
額
内
に
サ
ー
ビ
ス
を
押
さ
え
る

こ
と
だ
け
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ

る
。
こ
の
制
度
に
な
っ
て
か
ら
書

類
が
や
た
ら
と
多
く
な
り
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
利
用
者
の
医
療
面

ま
で
考
え
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て

い
る
気
が
す
る
の
は
穿
ち
過
ぎ
で

あ
ろ
う
か
。

第 6 回

　
冒
頭
、「
ナ
チ
ス
・
Ｔ
4
作

戦
の
跡
地
を
訪
ね
て
」
と
題
し

て
、
日
本
障
害
者
協
議
会
代

表
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
専
務
理
事

の
藤
井
克
徳
氏
が
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

　
講
演
で
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

時
代
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
優
生

思
想
、
純
血
政
策
の
標
的
と

な
っ
た
障
害
者
の
大
量
虐
殺

「
Ｔ
4
作
戦
」
と
、
こ
の
作
戦

の
先
行
と
な
っ
た
遺
伝
性
疾
患

子
孫
防
止
法
（
断
種
法
）
に
つ

い
て
解
説
。
第
二
次
世
界
大
戦

開
戦
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ｔ
4

作
戦
は
、「
価
値
な
き
者
」
＝

戦
え
な
い
者
、
働
け
な
い
者
＝

知
的
障
害
者
、
精
神
疾
患
患
者

を
選
別
し
対
象
者
を
ガ
ス
室
に

送
る
も
の
で
、
犠
牲
者
数
は
ド

イ
ツ
国
内
で
20
万
人
以
上
、
支

配
下
の
国
々
を
合
わ
せ
る
と
少

な
く
と
も
30
万
人
以
上
と
な
っ

た
こ
と
を
報
告
。
こ
の
作
戦
で

は
医
師
が
自
主
的
に
関
与
し
て

お
り
、
対
象
者
の
選
別
が
一
般

の
医
師
を
通
し
て
行
わ
れ
た
と

述
べ
た
。

　
ま
た
、
対
象
者
が
施
設
に
送

ら
れ
た
際
の
問
診
も
医
師
が
携

戦
争
と
医
の
倫
理
の
検
証
求
め
続
け

今
年
は
愛
知
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

わ
っ
て
い
て
、
問
診
医
全
員
が

「
死
」
と
判
断
す
れ
ば
ガ
ス
室

へ
送
ら
れ
た
こ
と
を
解
説
し

た
。
1
9
4
8
年
に
Ｔ
4
作
戦

は
中
止
さ
れ
た
が
、
虐
殺
そ
の

も
の
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
虐
殺
が
「
野
生
化
」
し

た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｔ
4
作
戦
は
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺

の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
10
年
11
月
に
ド
イ
ツ
精

神
医
学
・
精
神
療
法
・
神
経
学

会
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
の
総

括
と
謝
罪
が
行
わ
れ
、
14
年
9

月
に
は
Ｔ
4
作
戦
関
連
の
追
悼

碑
が
建
立
さ
れ
た
と
述
べ
た
。

　
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
作
戦
に
先

行
し
て
、
1
9
3
3
年
に
遺
伝

性
疾
患
子
孫
防
止
法
が
制
定
さ

れ
て
お
り
、
戦
争
と
は
無
関
係

に
推
進
さ
れ
た
。
世
界
初
の
断

種
法
は
1
9
0
7
年
、
米
国
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
州
。
ま
た
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
断
種
法
は
、
ド

イ
ツ
と
双
璧
と
言
わ
れ
て
お

り
、
福
祉
国
家
を
維
持
す
る
た

め
と
い
う
目
的
で
、
こ
ち
ら
も

戦
争
と
関
係
な
く
進
め
ら
れ
た

と
指
摘
し
た
。
日
本
で
は
、
83

年
、
厚
生
省
の
新
設
と
同
時
に

「
予
防
局
優
生
課
」を
設
置
。
40

年
に
国
民
優
生
法
を
施
行
し
、

48
年
か
ら
は
優
生
保
護
法
と

な
っ
て
、
ご
く
最
近
の
96
年
ま

で
法
制
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

優
生
保
護
法
は
ド
イ
ツ
の
断
種

法
が
基
礎
だ
と
述
べ
た
。

　
藤
井
氏
は
、
日
本
で
は
現
代

に
お
い
て
も
「
津
久
井
や
ま
ゆ

り
園
」
事
件
を
は
じ
め
、
相
次

い
で
発
覚
し
た
障
害
者
の
座
敷

牢
状
態
の
問
題
な
ど
が
引
き
も

切
ら
ず
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
問
題
に
通
底
す
る
の
は
、

根
深
い
「
障
害
者
排
除
」「
障

害
者
差
別
」。
我
々
一
人
ひ
と

り
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
史

実
の
直
視
、
本
質
の
深
化
、
問

題
の
共
有
化
で
あ
り
社
会
化
、

そ
し
て
連
携
だ
と
し
た
。

優
生
思
想
の
根
源
直
視
を
＝
藤
井
氏

　
「
戦
争
と
医
の
倫
理
」
の
検
証
を
進
め
る
会
（
事
務
局
・
保
団
連
）
が
「
戦
争
・
医

療
・
倫
理
―
7
3
1
部
隊
と
ナ
チ
ス
の
障
害
者
虐
殺
か
ら
考
え
る
―
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
4
月
29
日
、
名
古
屋
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
1
9
7
人
だ
っ

た
。
長
年
、
日
本
医
学
会
総
会
の
テ
ー
マ
に
「
戦
争
と
医
の
倫
理
」
の
検
証
を
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
て
い
る
が
、
実
現
し
て
い
な
い
。

人
権
・
平
和
守
る
取
組
み
は

忘
却
と
の
た
た
か
い
＝
香
山
氏

　
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
藤
井
氏
に

加
え
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
近

藤
昭
二
氏
、
愛
知
大
学
文
学
部

教
授
で
社
会
学
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
沖

縄
戦
記
録
・
継
承
の
会
「
う
む

い
」
理
事
で
も
あ
る
樫
村
愛
子

氏
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
近

藤
氏
は
7
3
1
部
隊
の
概
要

を
、
樫
村
氏
は
戦
争
時
の
社
会

構
造
と
い
か
に
そ
う
し
た
構
造

を
防
ぐ
か
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
最
後
に
進
行
役
を
務
め
た
香

山
リ
カ
氏
が
、
人
権
や
平
和
を

守
る
た
た
か
い
は
忘
却
と
の
た

た
か
い
だ
と
し
、
こ
の
問
題
を

広
く
共
有
し
無
自
覚
、
無
感

覚
、
思
考
停
止
に
陥
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
想
像
力
の
欠
如
と
な

ら
な
い
よ
う
努
め
た
い
と
し

た
。
ま
た
昨
今
、
軍
学
共
同
研

究
の
道
が
開
け
た
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
注
視
し
て
い
き
た

い
と
ま
と
め
た
。

　
お
詫
び
と
訂
正

　
第
3
0
5
2
号
2
面
「
代
議

員
ア
ン
ケ
ー
ト
1
1
8
」
で
掲

載
し
た
「
表　
院
内
処
方
と
院

外
処
方
の
点
数
及
び
患
者
負
担

の
比
較
」
中
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し
訂
正

し
ま
す
。

•「
院
内
投
薬
」
の
表
中
、
薬

剤
情
報
提
供
料（
手
帳
記
載
）

15
点
↓
13
点

　
患
者
負
担
3
割　
3
9
6
円

↓
4
0
0
円

•「
院
外
処
方
箋
発
行
（
調
剤

報
酬
）」
の
表
中
、「
薬
学
管
理

料
（
手
帳
記
載
）
15
点
」
を
削

除
。
同
時
に
下
の
「
計
」
の
欄

か
ら
一
律
15
点
（
50
円
）
を
差

し
引
く

　
鈴
木
豪
氏
（
享
年
84
、
下
京

西
部
）
4
月
18
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

軍
学
共
同
研
究
に
警
鐘
も

反核医師のつどいin京都
日　時 9 月14日（土）～15日（日）
場　所 メルパルク京都
●１日目 （14:00～18:30）
記念講演  「核兵器禁止条約とトランプの核政策」
　　　　　　 黒澤　満氏 （大阪女学院大学教授）
シンポジウム  「金融機関の核兵器製造企業への融資を止めさせよう」
　　　　　　 スージー・スナイダー氏 （PAX核軍縮プログラム・マネジャー）
　　　　　　 目加田 説子氏 （中央大学総合政策学部教授）

●２日目 （9:30～12:30）
特別講演  「原発の法的問題と日本の司法制度の課題」（仮）
　　　　 　　樋口 英明氏 （元福井地裁裁判長）
講　　演  「北東アジア非核化のために私たちにできること」
　　　　 　　中村 桂子氏 （長崎大学核兵器廃絶研究センター准教授）

主　催　 第30回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員

第30回
•参加申込は同封チラシで
　8月9日まで
•参加費は医師・歯科医師
　5,000円
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